
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北の杜学園（太田東小・韮川西小・北中）令和 3年 4月 開校  

質
問 

専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
得
意
分
野
で
あ
る
、
も
の
づ
く
り
や

情
報
技
術
関
係
が
良
い
と
考
え
る
一
方
、「
外
国
人
集
住
都
市
会
議
」

で
も
日
本
語
教
育
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

日
本
語
教
育
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

答
弁 

日
本
語
は
必
須
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
イ
カ

も
応
援
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

※
答
弁
の
想
像
か
ら
既
に
他
の
地
区
で
産
業
技
術
に
関
す
る
専
門
性
を
学
ぶ

外
国
人
学
校
の
太
田
校
を
イ
メ
ー
ジ
い
た
し
ま
す
。 

 

右側の校舎が新校舎（12月 6日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北
の
杜
学
園
は
小
学
校
課
程
か
ら
中
学
校
課
程
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
学
校
の
こ
と
で
す
。
平
成
二

十
九
年
九
月
議
会
の
質
問
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
主
な
課
題
に
つ
い
て
幾
つ
か
質
問

致
し
ま
し
た
。 

〇
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
心
配
の
登
下
校
時

の
安
全
対
策
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

◆
通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
横
断
歩
道
新
設
や
引

き
直
し
な
ど
水
路
防
護
柵
の
設
置
な
ど
対
応
し

て
行
き
ま
す
。 

〇
校
舎
や
校
庭
、
プ
ー
ル
な
ど
学
校
施
設
及
び
、

九
学
年
が
使
用
す
る
た
め
施
設
の
ひ
っ
迫
感
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

◆
プ
ー
ル
は
前
期
課
程
児
童
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
改
修
工
事
中
で
す
。
新
校
舎
は
三
学
期
か
ら

使
用
で
き
ま
す
。
既
存
校
舎
の
改
修
工
事
や
外

溝
工
事
も
年
度
内
完
成
予
定
で
す
。 

太
田
東
小
と
韮
川
西
小
跡
地
利
用
に
つ
い
て 

質
問 

太
田
東
小
学
校
と
韮
川
西
小
学
校
の
跡
地
利
用
の
現
段
階
で
の

構
想
に
つ
い
て 

答
弁 

学
校
跡
地
で
す
か
ら
教
育
施
設
と
し
て
残
し
た
い
。
本
市
は
外
国

人
が
集
住
し
て
い
る
事
か
ら
太
田
東
小
跡
地
に
は
外
国
人
が
技

術
を
学
べ
る
専
門
学
校
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韮
川
西
小
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
に
運

営
さ
せ
る
な
ど
、
子
供
た
ち
が
良
い
環
境
で
運
動
で
き
る
拠
点

と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

〇
教
員
数
も
多
く
な
り
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
研
修
や
教
員
同
士

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
に
な
っ
て
来
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
。 

◆
義
務
教
育
学
校
研
究
校
に
指
定
し
、
合
同
研
修
や

教
育
課
程
編
成
を
進
め
て
い
ま
す
。 

〇
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
取
り
入
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
良
い

学
校
教
育
と
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
新
規
開
校
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な

仕
組
み
と
考
え
ま
す
。 

◆
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
効
果
的
な
学
校
支
援
を
話

し
合
う
組
織
を
設
置
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
積
極
的
に
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
太
田
市
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
て
行
き
た
い
。 

 
 

〇
は
質
問 

◆
は
答
弁
で
す 



 

 

 

「江戸時代、武蔵野国の源次兵衛は親の病を治そうと、当時鶴の生き血を飲ませれば病が治ると

言われ親に飲ませた。しかし、鶴殺しはご法度。町奉行所に追われ、大光院に逃れた。厳しい追

っ手に初代呑龍上人は源次兵衛を連れて小諸まで逃げ、荒寺

の仏光寺で５年も過ごした。ある時、増上寺（呑龍上人の出

身寺）の国師が亡くなる寸前に２代将軍秀忠公が「何でも望

みを叶えてやるぞ！」と言い。国師は呑龍を太田に戻して欲

しいと願い。許しが出て大光院に帰れた…」小諸市荒町の

方々も歴史本としてこの物語を残しています。その後戦時

中、中島飛行機製作所に動員された小諸市の人たちと地元の

方々で仏光寺の石碑やモニュメントを整備したそうです。また、大光院開山忌に小諸市の物産直

売会も開催されていました。太田市と小諸市は徳川家で繋がっています。小諸の光岳寺には家 

康の生母が祀られ、副住職さんも開山忌に来られます。是非、都市交流を望みます。 

 

太田駅周辺土地区画整理事業についての質問 

予算 237億円で平成 8年（1996年）25年間の計画でスタートし、令和 2年（2002年）で 24年目

進捗率 23.08％（途中 5年延伸し 30年間としました）完成予測はこのまま推移すれば約 80年後

になります。地域の人達は長期間住んでいる家を新築や改築して平穏

に暮らしたいと願っています。しかし、将来新築した家が道路や公園

に指定されたら、自費で解体せねばなりません。区画整理法第 76条

でその旨の念書を提出する義務があります。そんなみじめなことは出

来ないと市民は現状で我慢し、落胆してい

ます。十分な予算で計画通り実行するか、

区画整理を断念するか？判断する時期に来ています。北口駅前受楽寺

跡商店街も老朽化し、駅前の好立地を考えると、再整備は急務です。

また、本町・新井線も停滞しています。深谷市は中心街の中央区画整

理事業で、JR深谷駅と市役所新庁舎間の約 500ｍの深谷駅前通り線に

対し、深谷市・小島市長のまちづくりの熱い想いから約 8億円の予算を付けました。（今までは太

田市と同じ毎年 2億円程度の予算）これらの問題は何回質問しても明解な答弁はありません。今

後もまちづくりのために質問を続けて行かねばなりません。 

 

 

「地方と地方のつながり」は？源次兵衛物語で小諸市との交流は？ 

 

 

太田駅から大光院・金山周辺の活性化について  
 

大川陽一 

 一般質問など 

大川陽一  
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